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問題と目的

先行研究
　日本における恋愛の進展段階の研究については、松
井（1993）などによってなされており、次のような「恋
愛段階の ５ 段階説」が提唱されている。
第 1 段階：�友人や勉強の話をしたり、ちょっとして相談事

をし、悩みを打ち明けたり、プレゼントをする。
第 ２ 段階：�初めてのデートを経て、用もないのに電話

やメールをする。
第 3 段階：�キスをし、抱き合ったりするようになり、

友人、に紹介する。
第 ４ 段階：�「恋人」として友人に紹介する、
第 ５ 段階：�結婚の話をし、性的な関係ができ、婚約をする。
　しかし、時代の進展に伴い、恋愛段階も以前より、
急激に前倒しになり、簡略化していることも指摘され
ている。（松井，２000）
　一方、Sternberg（1986）は、恋愛関係における愛情
の特性を、親密性、情熱性、コミットメントとから構
成されているという「愛情の三角理論」（TLS:� Trian-

gular�Theory�of�love）を提唱した。親密性とは、人と
人とを親密な関係で結びつける基本的な感情要素であ
り、情熱性とは、異性関係独特の性的欲求と恋愛感情
に基礎を置くもの、コミットメントは、責任や約束と
いうふうに社会的拘束を伴い、関係の進展を促進し、
関係の解消を阻止する力である。これらを測定する日
本語版 TLS も作成されている。（金政 ・ 大坊、２003）
　これらの恋愛の進展段階に関する先行研究と男女の
愛情の分類特性を参考に川名 ・ 齊藤（２009）で「恋愛の
進展段階」、および川名・齊藤（２010）で「恋愛の進展段
階（２）」の研究を行った。川名らはこの ２ つの研究を通
して、恋愛の進展段階について次の ４ 段階を設定した。
1 段階：�知り合い、友人、親友などの「友達段階」
２ 段階：�恋人になる以前の「片思い段階」
3 段階：�相手との身体的関係がない「精神的恋人段階」

（プラトニック）
４ 段階：�キスや性的関係が出来た後の「性的関係のあ

る恋人段階」
　また、男女の恋愛の進展に影響を及ぼす重要要因で
ある言語や行動の交流内容に関しては、松井の研究を
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参考に、「コミュニケーション」、「共行動」、「身体接
触」、「いさかい」という交流内容の ４ つの側面を男女
関係の交流内容として設定した。
　また、男女を結びつける心理的魅力要因については、
Sternberg（1986）�の「愛情の三角理論」で展開された
3 つの因子を参考に、男女を結びつける愛情の三角理
論の「親密性」、「情熱性」、「コミットメント」に加え
て「性欲性」という ４ つの男女を結びつける心理的魅
力要因を設定した。Sternberg（1986）�の「愛情の三角
理論」では、性欲性は情熱性に含まれるものとして扱
われているが、「恋心」と「性欲」とは、違う性質を示
す場面も多いので、別の概念として扱うことにした。
　交流内容の ４ 因子と男女を結びつける心理的魅力要
因の ４ 因子の合計 8 つの側面に関して、男女関係の進
展段階を比較検討した。
　しかし、これらの研究のサンプルは、２0歳前後の大
学生の男女という小規模サンプルで、さまざまな結論
の妥当性の検証には、より年齢層が広く、かつ大サン
プルも必要であろう。また、学生サンプルであると、
男女関係の進展も婚約以前ということになるので、数
少ない婚約関係段階のサンプル、さらに結婚後の夫婦
関係のサンプルも必要で大規模調査が望まれた。
　そこで川名（２01４）は、日本全国の２0代～４0代の男
女それぞれ1000人弱の大サンプルでインターネット調
査を実施した。友人、片思い、精神的恋人（プラトニッ
ク関係）、性的恋人、婚約者、配偶者という 6 つのすべ
ての関係進展段階のサンプルを集めた。そこでデータ
分析のうち、相互作用側面につての結果を報告した。
相互作用側面とは、男女の付き合いの内容のことで、
具体的に分類すると、コミュニケーション、共行動、
身体接触、いさかいという側面である。これらの相互
作用側面を男女比較し、また２0代～４0代の年代間比較
を行った。分析の結果、次のような知見が得られた。
男性は女性よりも進展段階の初期の段階でコミュニケー
ションおよび共行動において活発である一方、女性は
進展段階の後半、とくに婚約段階以後において相互作
用において活発であることが分かった。身体接触傾向
に関しては、男性は女性よりすべての進展段階でより
活発であった。世代間比較では、２0代のカップルは、
30代や４0代のカップルより、コミュニケーション、共
行動、身体接触のすべてでより活発であることが明ら
かにされた。他方、意見不一致などの「いさかい」は、
進展段階が進むほど多くなり、夫婦関係で頂点に達す
ることが分かった。男性の浮気傾向は、すべての進展
段階で女性の浮気傾向を上回っていた。特に女性は、
結婚後は急激に浮気傾向がなくなることも明らかにさ
れた。また、男性の嫉妬傾向は女性の嫉妬傾向より高
かった。男性は婚約後から夫婦関係にかけて嫉妬傾向

が特に高いことが分かった。こうした男女の相互作用
形態の違いについて進化心理学的説明をした。

本研究の目的
　本研究は、川名（２01４）と同じ、インターネット調
査データを用い、男女間を結びつけている ４ つの心理
的魅力要因（親密性、情熱性、性欲性、コミットメン
ト）が世代比較と男女比較で関係進展によりどのよう
に変化してゆくかを分析することを研究目的とした。
調査対象者
　インターネット調査サンプルによる日本全国の２0代
～４0代の男女の男性968人、女性967人。

方　法

被調査者と調査時期
　インターネット調査会社の登録者サンプルから、日
本全国の２0～４9歳の男女にオンライン ・ アンケート調
査を依頼した。対象調査実施期間は２011年 7 月であっ
た。有効データ数は、合計193５人（女性967人、男性
968人）で、そのデータ構成は、２0代～４0代（２0歳～４9
歳）の男女を知合い ・ 友人、片思いの相手、プラトニッ
クな恋人、性的関係のある恋人、婚約者、配偶者（結
婚相手）のそれぞれのカテゴリーに属する被調査者に
ついて、データ数を収集した。
調査内容
　インターネット調査で使用されたアンケート項目を
Table 1 に示す。質問は全部で、77問で、本人の恋人
など最も親しい異性を思いうかべてその相手について
諸質問に回答してもらった。
　質問群の構成は以下のとおりである。
①　比較項目の質問� （問 1 ～問 6 ）

相手の年齢、相手との関係、付き合い（知り合い）
期間、知り合ったきっかけ、現在までに付き合っ
た異性の数などである。

②　恋愛タイプについての質問� （問 7 ～問31）
③　コミュニケーションについての質問�（問3２～問36）
④　共行動についての質問� （問37～問４1）
⑤　身体接触についての質問� （問４２～問４6）
⑥　情熱性についての質問� （問４7～問５1）
⑦　親密性についての質問� （問５２～問５6）
⑧　性欲性についての質問� （問５7～問61）
⑨　コミットメントについての質問� （問6２～問66）
⑩　いさかいについての質問� （問67～問69）
⑪　嫉妬についての質問� （問70～問73）
⑫　浮気についての質問� （問7４～問77）
　なお、問 7 ～問77については、全く当てはまらない

（ 1 点）から非常に当てはまる（ 7 点）のリッカート尺
度である。



� 5

川名：男女関係の進展による心理的魅力要因の変化

Table 1．本研究で用いられた調査項目
あなたの地位：学生　会社員　フリーター　無職　　　　　　　　　年齢：　　　歳　　　　性別：男　女　　　　　　　　　

　これから、あなたの現在の恋人、もしくは、最も親しい異性（親兄弟を除く）について、うかがいます。その特定の人を心に思い描いて、以下の質問に答えて下さい。
問 1 　あなたは、　 1 ．独身（未婚）　　 ２ ．独身（結婚歴あり）　　 3 ．既婚　　　　問 ２ 　その人の年齢は何歳ですか。　　　　　歳
問 3 　その人と、あなたはどういった関係ですか。最も該当するものに〇をつけて下さい。
　　　 1 ．知り合い ・ 友人　　 ２ ．片思いの相手　　 3 ．恋人（プラトニック（精神的）な関係）
　　　 ４ ．恋人（相手と性的関係がある）　　 ５ ．婚約者　　 6 ．配偶者（結婚相手）　　結婚年数：（　　　年　　ヶ月）
問 ４ 　その人とは何ヶ月、知り合っていますか（いましたか）？　　（　　　ヶ月）（年は月に換算して下さい）
問 ５ 　その人と、どのようにして知り合いましたか。最も該当するものに〇をつけて下さい。
　　　 1 ．学校のサークル　　　 ２ ．友達の紹介　　 3 ．同じ職場 ・ バイト先　　 ４ ．幼なじみ
　　　 ５ ．友達の元彼（女）　　  6 ．合コン　　　　 7 ．同じ学校　　　 8 ．その他（　　　　　　　　　　　　　　）
問 6 　あなたは今まで何人の異性と付き合ってきましたか。　　（約　　　　　人）

全く当て�
はまらない

当て�
はまらない

やや当て�
はまらない

どちらとも
言えない

やや�
当てはまる 当てはまる 非常に�

当てはまる
問 7 その人とよく一緒に遊びの計画を立てる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問 8 恋人を選ぶときは、その人に経済力があるかどうかを考えてみる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問 9 その人と私はお互いによく似ていて、息がぴったり合う 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問10 その人と一緒に過ごしていると時間が夢のように過ぎていく 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問11 その人とよく、一緒に行楽などに出かける 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問1２ 恋人を選ぶときは、その人に将来性があるか考えてみる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問13 その人のためならどんな困難でも乗り越えられる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問1４ その人とは、よく一緒に外で食事をする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問1５ 恋人を選ぶときは、その人の学歴や家柄が自分と釣り合っているかを考える 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問16 その人は、みんなに好かれている 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問17 その人と一緒にいる時は、いつも体を触れ合っている 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問18 恋人を選ぶときは、その人の職業、社会的地位を考慮する 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問19 その人が自分を嫌ったり、避けたりすると、意地悪をしたくなる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２0 その人が私以外の異性と楽しそうに話していると気になって仕方ない 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２1 その人との友情は大切にしたいと思う 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２２ その人の他の異性との関係を疑って、よく激しく言い争ったりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２3 その人は、私だけのものであってほしい 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２４ その人とは、性的関係がある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２５ 恋人を選ぶときは、その人と将来、よい家庭が築けるかどうかを考えてみる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２6 私とその人とは親友のようなものである 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２7 その人の携帯電話のメールをこっそり、チェックすることがある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２8 私は、その人に近づく同性（恋敵）には徹底的に意地悪をする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問２9 その人と、うまくいってないときは、生活全般に元気が出ない 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問30 私が最も満足している恋愛関係は友情的な基礎の上にあると思う 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問31 その人が私を捨てて、他の異性にのりかえたら絶対に仕返しをしてやる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問3２ よく、メールで相手と連絡を取り合っている 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問33 些細なことで、相手にメールをしたりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問3４ 電話でよく、話をする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問3５ 寂しいときや、ひまなとき相手に電話したりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問36 会ったときに相手といろいろなことについて話をするのが楽しみだ 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問37 相手とデートをよくする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問38 一緒に買い物に行く 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問39 相手の住まいをよく訪問する 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４0 一緒に旅行に行ったりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４1 一緒に行楽やイベントに行ったりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４２ よく相手と手をつないだり、腕を組んだりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４3 よく相手の肩や腰に手をまわす 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４４ 相手の身体にさわりたい 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４５ 相手を抱きしめたりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４6 相手とよくキスをしたりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４7 相手は自分にとって非常に魅力的な人だ 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４8 相手について空想にふけることがある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問４9 相手を見るだけでドキドキしてしまう 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５0 ロマンチックな映画を観たり本を読んだりすると、つい相手のことを考えてしまう 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５1 ふと気が付くと相手のことを考えていることがよくある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５２ 相手との関係は居心地の良いものである 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５3 自分は必要な時には相手を頼ることができる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５４ 相手とはうまくコミュニケーションがとれている 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５５ 自分と相手の関係は温かいものである 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５6 相手は必要な時には自分を頼ってくる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５7 相手といると性的興奮をする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５8 性的接触を自分から求めることがある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問５9 相手との性的接触がよくある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問60 相手との性的接触をめんどうに感じる 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問61 相手から性的接触を求められるとうんざりする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問6２ 自分にとって相手との関係よりも大切なものなど他にない 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問63 自分と相手との関わりは揺ぎないものである 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問6４ 相手なしの生活など考えられない 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問6５ 相手との関わりは強いもので、何ものにも邪魔されたくない 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問66 相手との関係を終わらせることなど自分には考えられない 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問67 相手と意見が合わないことがよくある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問68 相手と考え方の違いで喧嘩をすることがある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問69 相手と結婚したいけど、相手にその気はない 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問70 相手が他の異性と付き合ってないかどうか心配だ 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問71 相手の携帯電話のメールをこっそりチェックすることがある 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問7２ 相手に近づく同性ライバルには、徹底的に意地悪をする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問73 相手はこちらの異性関係についてひどく嫉妬する 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問7４ 複数の魅力的な異性に関心がいく 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問7５ 現在の相手に不満足だから、他の異性とも付き合ってみたい 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問76 チャンスがあれば、他の異性にもアプローチする 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
問77 相手は、自分以外の異性と付き合っているようだ 1 ２ 3 ４ ５ 6 7
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結果と考察

心理的魅力因子の分類
　男女を心理的に結び付ける心理的魅力要因に関して
は、先行研究から次の ４ つに分類された。質問調査で
の問番号との対応は以下のとおりである。
①　親密性についての質問� （問５２～問５6）
②　情熱性についての質問� （問４7～問５1）
③　性欲性についての質問� （問５7～問61）
④　コミットメントについての質問� （問6２～問66）

①　親密性の質問項目
問５２　相手との関係は居心地の良いものである
問５3　自分は必要な時には相手を頼ることができる
問５４　相手とはうまくコミュニケーションがとれ

ている
問５５　自分と相手の関係は温かいものである
問５6　相手は必要な時には自分を頼ってくる

②　情熱性についての質問項目
問４7　相手は自分にとって非常に魅力的な人だ
問４8　相手について空想にふけることがある
問４9　相手を見るだけでドキドキしてしまう
問５0　ロマンチックな映画を観たり本を読んだり

するとつい相手のことを考えてしまう
問５1　ふと気が付くと相手のことを考えているこ

とがよくある
③　性欲性についての質問項目

問５7　相手といると性的興奮をする
問５8　性的接触を自分から求めることがある
問５9　相手との性的接触がよくある
問60　相手との性的接触をめんどうに感じる
問61　相手から性的接触を求められるとうんざりする

④　コミットメントについての質問項目
問6２　自分にとって相手との関係よりも大切なも

のなど他にない
問63　自分と相手との関わりは揺ぎないものである
問6４　相手なしの生活など考えられない
問6５　相手との関わりは強いもので、何ものにも

邪魔されたくない
問66　相手との関係を終わらせることなど自分に

は考えられない
　これらの質問項目についてのデータに主成分分析を
行い、それぞれの第一主成分を親密性因子、情熱性因
子、性欲性因子、コミットメント因子とした。

多変量分散分析
　次にこれらの親密性成分、情熱性成分、性欲性成分、
コミットメント成分を ４ つの従属変数（目的変数）と

した。一方、三元配置の独立変数（比較変数）として
は、以下のものを設定した。
①　年代（２0代、30代、４0代）
②　性別（男性、女性）
③　�関係進展段階（友人、片思い、精神的恋人、性的

恋人、婚約者、配偶者）

心理的魅力因子の男女の進展段階による変化
　以上のように、男女の関係における心理的魅力因子
を以上のように、「親密性成分」、「情熱性成分」、「性欲
性成分」、「コミットメント成分」に分類した。これら
の男女関係の ４ つの心理的魅力因子の変化を性別（男
女）、本人の年代（２0代、30代、４0代）、相手との関係
進展段階 6 つ（友人、片思い、精神的（プラトニック）
な恋人関係、性的関係のある恋人関係、婚約段階、結
婚後の配偶者段階）について比較検討するのが本研究
報告の目的である。
　そこで、性別、年代、関係を比較変数とし、 ４ つの
心理的魅力成分を目的変数とする ２ × 3 × 6 の三元配
置多変量分散分析を実施した。
　Table� ２ に多変量分散分析の分散分析表を示す。
Table�3に多重比較検定の結果を示す。

Table 2．分散分析表
＊：P<0.0５ ＊＊：P<0.01

比較変数 目的変数 TypeⅢ�
平方和 自由度 平均平方 F 値 P 値 有意性

本人性別 コミットメント成分 ２3.7２90 1 ２3.7２90 8.1５２9 0.00４3 ＊＊

情熱性成分 ２6.8５7２ 1 ２6.8５7２ 8.6863 0.003２ ＊＊

親密性成分 1５.1613 1 1５.1613 ５.0979 0.0２４1 ＊

性欲性 183.7600 1 183.7600 103.５038 0.0000 ＊＊

本人年代 コミットメント成分 1４.２67５ ２ 7.1338 ２.４５10 0.086５ 傾向
情熱性成分 ４7.0４５9 ２ ２3.５２30 7.6079 0.000５ ＊＊

親密性成分 7.9２２1 ２ 3.9610 1.3319 0.２6４２
性欲性 33.8709 ２ 16.93５５ 9.５390 0.0001 ＊＊

関係の進展 コミットメント成分 1５83.9２38 ５ 316.78４8 108.8４２1 0.0000 ＊＊

情熱性成分 1097.５7２４ ５ ２19.５1４５ 70.996４ 0.0000 ＊＊

親密性成分 1381.２38２ ５ ２76.２４76 9２.886２ 0.0000 ＊＊

性欲性 1003.6２４0 ５ ２00.7２４8 113.0５93 0.0000 ＊＊
本人性別

＊本人年代 コミットメント成分 1.４189 ２ 0.709５ 0.２４38 0.7837

情熱性成分 ４.1860 ２ ２.0930 0.6769 0.５083
親密性成分 0.５778 ２ 0.２889 0.0971 0.907４

性欲性 13.17５6 ２ 6.５878 3.7106 0.0２４6 ＊
本人性別

＊関係の進展 コミットメント成分 68.6781 ５ 13.73５6 ４.7193 0.0003 ＊＊

情熱性成分 6４.30５9 ５ 1２.861２ ４.1５96 0.0009 ＊＊

親密性成分 3４.06４8 ５ 6.8130 ２.２908 0.0４3５ ＊

性欲性 1５.6２87 ５ 3.1２５7 1.7606 0.1178
本人年代

＊関係の進展 コミットメント成分 31.8633 10 3.1863 1.09４8 0.36２3

情熱性成分 3５.7４6５ 10 3.５7４6 1.1５61 0.3163
親密性成分 38.４５２２ 10 3.8４５２ 1.２9２9 0.２２86

性欲性 ４５.111４ 10 ４.５111 ２.５４09 0.00４8 ＊＊
本人性別＊本人
年代＊関係の進展 コミットメント成分 3５.４9４0 10 3.５４9４ 1.２19５ 0.２731

情熱性成分 ２５.４196 10 ２.５４２0 0.8２２1 0.6073
親密性成分 ４0.２４18 10 ４.0２４２ 1.3５31 0.196５

性欲性 13.9５69 10 1.39５7 0.7861 0.6４２４
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Table 3．多重比較検定
＊＊：1％有意 ＊：５％有意

因　子 目的変数 手法 水準1 水準２ 平均1 平均２ 差 標準誤差 統計量 Ｐ 値
本人性別 コミットメント成分 Scheffe 男性 女性 0.1２19 －0.1２２6 0.２４４6 0.0776 9.93２9 0.0016 ＊＊

情熱性成分 Scheffe 男性 女性 0.1４４1 －0.1４５6 0.２897 0.0800 13.1183 0.0003 ＊＊
親密性成分 Scheffe 男性 女性 －0.1４9２ 0.1４6５ 0.２9５7 0.078４ 1４.２033 0.000２ ＊＊

性欲性 Scheffe 男性 女性 0.3２68 －0.3２8５ 0.6５５3 0.0606 116.8997 0.0000 ＊＊
本人年代 コミットメント成分 Scheffe ２0代 30代 0.４8５５ 0.1017 0.3837 0.11５9 ５.４839 0.00４２ ＊＊

２0代 ４0代 0.４8５５ －0.２２70 0.71２５ 0.1011 ２４.8303 0.0000 ＊＊
30代 ４0代 0.1017 －0.２２70 0.3２87 0.093４ 6.1938 0.00２1 ＊＊

情熱性成分 Scheffe ２0代 30代 0.５４6４ 0.0617 0.４8４6 0.119４ 8.２3２５ 0.0003 ＊＊
２0代 ４0代 0.５４6４ －0.２317 0.7781 0.10４２ ２7.87４8 0.0000 ＊＊
30代 ４0代 0.0617 －0.２317 0.２93４ 0.0963 ４.6４５9 0.0097 ＊＊

親密性成分 Scheffe ２0代 30代 0.3５５４ 0.1２7５ 0.２２78 0.1171 1.891５ 0.1５11
２0代 ４0代 0.3５５４ －0.19２9 0.５４83 0.10２２ 1４.39２２ 0.0000 ＊＊
30代 ４0代 0.1２7５ －0.19２9 0.3２0５ 0.09４４ ５.7617 0.003２ ＊＊

性欲性 Scheffe ２0代 30代 0.3４５9 0.07２２ 0.２737 0.090５ ４.５736 0.010４ ＊
２0代 ４0代 0.3４５9 －0.16２５ 0.５08４ 0.0790 ２0.7２7２ 0.0000 ＊＊
30代 ４0代 0.07２２ －0.16２５ 0.２3４7 0.07２9 ５.17５6 0.00５7 ＊＊

関係の進展 コミットメント成分 Scheffe Ａ（友人） Ｂ（片思い） －1.16５0 －0.２710 0.8939 0.1301 9.４４２1 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｃ（プラトニック） －1.16５0 0.317５ 1.４8２５ 0.1４５1 ２0.8769 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｄ（性的恋人） －1.16５0 0.7866 1.9５16 0.1016 73.8４08 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｅ（婚約者） －1.16５0 1.４969 ２.6618 0.1４18 70.４919 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｆ（配偶者） －1.16５0 1.４73４ ２.6383 0.1４76 63.89２8 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｃ（プラトニック） －0.２710 0.317５ 0.５88５ 0.173５ ２.300４ 0.0４２7 ＊
Ｂ（片思い） Ｄ（性的恋人） －0.２710 0.7866 1.0５76 0.139２ 11.５４6４ 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｅ（婚約者） －0.２710 1.４969 1.7679 0.1708 ２1.４3４8 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｆ（配偶者） －0.２710 1.４73４ 1.7４４４ 0.17５6 19.7２79 0.0000 ＊＊
Ｃ（プラトニック） Ｄ（性的恋人） 0.317５ 0.7866 0.４691 0.1５33 1.87２7 0.0960
Ｃ（プラトニック） Ｅ（婚約者） 0.317５ 1.４969 1.179４ 0.18２５ 8.3５6４ 0.0000 ＊＊
Ｃ（プラトニック） Ｆ（配偶者） 0.317５ 1.４73４ 1.1５５9 0.1870 7.6397 0.0000 ＊＊
Ｄ（性的恋人） Ｅ（婚約者） 0.7866 1.４969 0.7103 0.1５0２ ４.４738 0.000５ ＊＊
Ｄ（性的恋人） Ｆ（配偶者） 0.7866 1.４73４ 0.6868 0.1５５7 3.8916 0.0016 ＊＊
Ｅ（婚約者） Ｆ（配偶者） 1.４969 1.４73４ 0.0２3５ 0.18４５ 0.003２ 1.0000

情熱性成分 Scheffe Ａ（友人） Ｂ（片思い） －1.1101 1.063５ ２.1736 0.13４1 ５２.５４86 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｃ（プラトニック） －1.1101 0.69５7 1.80５8 0.1４96 ２9.1５89 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｄ（性的恋人） －1.1101 0.611４ 1.7２1５ 0.10４7 ５４.0833 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｅ（婚約者） －1.1101 0.70５５ 1.81５6 0.1４61 30.8706 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｆ（配偶者） －1.1101 0.3５５２ 1.４6５3 0.1５２1 18.５５２1 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｃ（プラトニック） 1.063５ 0.69５7 0.3678 0.1789 0.8４５8 0.５171
Ｂ（片思い） Ｄ（性的恋人） 1.063５ 0.611４ 0.４５２1 0.1４3５ 1.986２ 0.0777
Ｂ（片思い） Ｅ（婚約者） 1.063５ 0.70５５ 0.3５80 0.1760 0.8２7５ 0.５300
Ｂ（片思い） Ｆ（配偶者） 1.063５ 0.3５５２ 0.7083 0.1810 3.061５ 0.0093 ＊＊
Ｃ（プラトニック） Ｄ（性的恋人） 0.69５7 0.611４ 0.08４3 0.1５80 0.0５69 0.9979
Ｃ（プラトニック） Ｅ（婚約者） 0.69５7 0.70５５ 0.0098 0.1881 0.000５ 1.0000
Ｃ（プラトニック） Ｆ（配偶者） 0.69５7 0.3５５２ 0.3４0５ 0.19２8 0.6２４0 0.681５
Ｄ（性的恋人） Ｅ（婚約者） 0.611４ 0.70５５ 0.09４1 0.1５４8 0.0739 0.9961
Ｄ（性的恋人） Ｆ（配偶者） 0.611４ 0.3５５２ 0.２５6２ 0.160５ 0.５096 0.769２
Ｅ（婚約者） Ｆ（配偶者） 0.70５５ 0.3５５２ 0.3５03 0.1901 0.6788 0.639５

親密性成分 Scheffe Ａ（友人） Ｂ（片思い） －0.918４ －0.96５6 0.0４71 0.131５ 0.0２５7 0.9997
Ａ（友人） Ｃ（プラトニック） －0.918４ 0.37５５ 1.２939 0.1４67 1５.５638 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｄ（性的恋人） －0.918４ 0.901５ 1.8199 0.10２7 6２.8４18 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｅ（婚約者） －0.918４ 1.309２ ２.２２77 0.1４33 ４8.3176 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｆ（配偶者） －0.918４ 1.1２06 ２.0390 0.1４9２ 37.3４7４ 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｃ（プラトニック） －0.96５6 0.37５５ 1.3４10 0.17５４ 11.688４ 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｄ（性的恋人） －0.96５6 0.901５ 1.8670 0.1４07 3５.２1２５ 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｅ（婚約者） －0.96５6 1.309２ ２.２7４8 0.17２6 3４.7307 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｆ（配偶者） －0.96５6 1.1２06 ２.086２ 0.177５ ２7.61２４ 0.0000 ＊＊
Ｃ（プラトニック） Ｄ（性的恋人） 0.37５５ 0.901５ 0.５２60 0.1５５0 ２.30４3 0.0４２４ ＊
Ｃ（プラトニック） Ｅ（婚約者） 0.37５５ 1.309２ 0.9338 0.18４４ ５.1２67 0.0001 ＊＊
Ｃ（プラトニック） Ｆ（配偶者） 0.37５５ 1.1２06 0.7４５1 0.1891 3.1071 0.008５ ＊＊
Ｄ（性的恋人） Ｅ（婚約者） 0.901５ 1.309２ 0.４078 0.1５18 1.４４31 0.２0５7
Ｄ（性的恋人） Ｆ（配偶者） 0.901５ 1.1２06 0.２191 0.1５7４ 0.3877 0.8５7５
Ｅ（婚約者） Ｆ（配偶者） 1.309２ 1.1２06 0.1887 0.186５ 0.２0４7 0.9606

性欲性 Scheffe Ａ（友人） Ｂ（片思い） －0.9619 －0.0４16 0.9２0４ 0.1016 16.４076 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｃ（プラトニック） －0.9619 0.01２8 0.97４7 0.1133 1４.79５５ 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｄ（性的恋人） －0.9619 1.008５ 1.970５ 0.0793 1２3.４0５0 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｅ（婚約者） －0.9619 0.873４ 1.83５3 0.1107 ５４.9373 0.0000 ＊＊
Ａ（友人） Ｆ（配偶者） －0.9619 0.6173 1.５793 0.11５3 37.５310 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｃ（プラトニック） －0.0４16 0.01２8 0.0５４４ 0.13５５ 0.03２２ 0.999５
Ｂ（片思い） Ｄ（性的恋人） －0.0４16 1.008５ 1.0５01 0.1087 18.6５96 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｅ（婚約者） －0.0４16 0.873４ 0.91５0 0.133４ 9.４118 0.0000 ＊＊
Ｂ（片思い） Ｆ（配偶者） －0.0４16 0.6173 0.6５89 0.137２ ４.61４8 0.0003 ＊＊
Ｃ（プラトニック） Ｄ（性的恋人） 0.01２8 1.008５ 0.99５7 0.1197 13.8313 0.0000 ＊＊
Ｃ（プラトニック） Ｅ（婚約者） 0.01２8 0.873４ 0.8606 0.1４２５ 7.２9４２ 0.0000 ＊＊
Ｃ（プラトニック） Ｆ（配偶者） 0.01２8 0.6173 0.60４6 0.1４61 3.４２63 0.00４４ ＊＊
Ｄ（性的恋人） Ｅ（婚約者） 1.008５ 0.873４ 0.13５1 0.1173 0.２6５５ 0.93２0
Ｄ（性的恋人） Ｆ（配偶者） 1.008５ 0.6173 0.391２ 0.1２16 ２.0697 0.066４
Ｅ（婚約者） Ｆ（配偶者） 0.873４ 0.6173 0.２５60 0.1４４1 0.6316 0.67５7
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　（ 1 ）親密性の変遷
　目的変数の「親密性成分」の分散分析の結果、有意
差のあったものだけを示すと、以下のようになる。

分散分析表 ＊５％有意 ＊＊1％有意

比較変数 目的変数 TypeⅢ�
平方和 自由度 平均平方 F 値 P 値 有意性

本人性別 親密性�
成分 1５.1613 1 1５.1613 ５.0979 0.0２４1 ＊ 単純�

主効果

関係の進展 親密性�
成分 1381.２38２ ５ ２76.２４76 9２.886２ 0.0000 ＊＊ 単純�

主効果
本人性別＊
関係の進展

親密性�
成分 3４.06４8 ５ 6.8130 ２.２908 0.0４3５ ＊ 交互作

用効果

　本人性別×関係の進展の交互作用効果が有意であっ
た（p<.0５）。また、本人の性別（p<.0５）および関係の
進展（p<.01）の単純主効果が有意であった。
　Fig.1に親密性の年代比較のグラフを Fig.２親密性の
男女比較のグラフを示す。

Fig.1　親密性（年代比較）
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Fig.2　親密性（男女比較）
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　Fig.1の年代比較では、２0代～４0代の年代間には有意
な差がないが、関係の進展に伴って親密性が変化して

ゆくのが分かる。友人、片思い段階で低かった「親密
性」が、精神的恋人段階から急激に増加し、婚約段階
で頂点に達している。配偶者段階でやや下がるが親密
性は維持されてゆく。
　Fig.２の男女の親密性の変化の比較を示したグラフを
見ると、友人から精神的恋人段階までは、男女で親密
性の度合いの違いはないが、性的恋人、婚約段階、配
偶者段階になると、男性より女性の方が親密性の度合
いが高いことが分かる。男性では婚約段階から配偶者
段階へと親密性が少し下がるが、女性では高い親密性
が維持されていることが分かるであろう。

　（ 2 ）情熱性の変遷
　目的変数の「情熱性成分」の分散分析の結果、有意
差のあったものだけを示すと、以下のようになる。

分散分析表 ＊５％有意 ＊＊1％有意

比較変数 目的変数 TypeⅢ�
平方和 自由度 平均平方 F 値 P 値 有意性

本人年代 情熱性
成分 ４7.0４５9 ２ ２3.５２30 7.6079 0.000５ ＊＊ 主効果

本人性別 情熱性
成分 ２6.8５7２ 1 ２6.8５7２ 8.6863 0.003２ ＊＊ 単純�

主効果

関係の進展 情熱性
成分 1097.５7２４ ５ ２19.５1４５ 70.996４ 0.0000 ＊＊ 単純�

主効果
本人性別＊
関係の進展

情熱性
成分 6４.30５9 ５ 1２.861２ ４.1５96 0.0009 ＊＊ 交互作

用効果

　Fig.3に情熱性の年代比較のグラフを示す。

Fig.3　情熱性（年代比較）

-2.000-2.000

-1.500-1.500

-1.000-1.000

-0.500-0.500

0.0000.000

0.5000.500

1.0001.000

1.5001.500

2.0002.000

AA
友友
人人

BB
片片
思思
いい

CC
精精
神神
的的
恋恋
人人

DD
性性
的的
恋恋
人人

EE
婚婚
約約
者者

FF（（ （（ （ （ （ （ （ （ （ （

配配
偶偶
者者

2020代代 3030代代 4040代代

　情熱性においては、本人年代の主効果が有意であっ
た（p<.01）。２0代が最も情熱性が高く、30代、４0代と
年齢が上がると、情熱性は低くなっていくという結果
であった。
　次に本人性別×関係の進展の交互作用効果が有意で
あった（p<.01）。
　また、関係の進展および本人性別の単純主効果が有
意であった（p<.01）。Fig.４に情熱性の男女比較のグラ
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フを示す。情熱性はおおよそ女性より男性の方が高く、
特に友人段階、婚約者、配偶者段階では女性より男性
の情熱性が高い。しかし、片思い、精神的恋人、性的
恋人の段階では、男女の差は少なく、同じように情熱
的であると言えよう。

　（ 3 ）性欲性の変遷
　目的変数の「性欲性成分」の分散分析の結果、有意
差のあったものだけを示すと、以下のようになる。

分散分析表 ＊５％有意 ＊＊1％有意

比較変数 目的変数 TypeⅢ�
平方和 自由度 平均平方 F 値 P 値 有意性

本人年代 性欲性 33.8709 ２ 16.93５５ 9.５390 0.0001 ＊＊ 単純�
主効果

本人性別 性欲性 183.7600 1 183.7600 103.５038 0.0000 ＊＊ 単純�
主効果

関係の進展 性欲性 1003.6２４0 ５ ２00.7２４8 113.0５93 0.0000 ＊＊ 単純�
主効果

本人性別＊
本人年代 性欲性 13.17５6 ２ 6.５878 3.7106 0.0２４6 ＊ 交互作

用効果
本人年代＊
関係の進展 性欲性 ４５.111４ 10 ４.５111 ２.５４09 0.00４8 ＊＊ 交互作

用効果

　性欲性については、本人性別×本人年代の交互作用
効果が有意であった（p<.0５）。また、本人性別×関係
の進展の交互作用効果が有意であった（p<.01）。単純
主効果については、本人年代、本人性別、関係の進展
のすべてにおいて有意差があった（p<.01）。
　Fig.５に性欲性の年代比較のグラフを示す。
　友人、片思い、精神的恋人段階においては、30代の
性欲性が高く、それに２0代、４0代の順になっている。
しかし、性的恋人、婚約者、配偶者段階では、２0代が
最も高く、30代と４0代はほぼ同じ程度に２0代より性欲
性が弱い。
　Fig.6に性欲性の男女比較のグラフを示す。すべての
関係段階で女性より男性の性欲性が高い。友人から片
思い、精神的恋人、性的恋人と性欲性が上昇して、性

的恋人段階で頂点に達したあと、婚約者、配偶者段階
になると性欲性が減退してゆくようである。

　（ ４ ）コミットメントの変遷
　目的変数の「コミットメント成分」に関連して有意
差および傾向差のある分散分析表を示すと、以下のよ
うになる。

分散分析表 ＊５％有意 ＊＊1％有意

比較変数 目的変数 TypeⅢ�
平方和 自由度 平均平方 F 値 P 値 有意性

本人性別 コミット�
メント成分 ２3.7２90 1 ２3.7２90 8.1５２9 0.00４3 ＊＊ 単純�

主効果

本人年代 コミット�
メント成分 1４.２67５ ２ 7.1338 ２.４５10 0.086５ 傾向 主効果

関係の進展 コミット�
メント成分 1５83.9２38 ５ 316.78４8 108.8４２1 0.0000 ＊＊ 単純�

主効果
本人性別＊
関係の進展

コミット�
メント成分 68.6781 ５ 13.73５6 ４.7193 0.0003 ＊＊ 交互作

用効果

　本人の性別×関係の進展の交互作用効果が有意であ
る（p<.01）。また、本人性別（p<.01）、本人年代

Fig.４　情熱性（男女比較）
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Fig.5　性欲性（年代比較）
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Fig.6　性欲性（男女比較）
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（p<.09）、関係の進展（p<.01）の単純主効果が有意で
ある。
　Fig.7に年代比較のグラフを示す。

Fig.7　コミットメント（年代比較）
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Fig.8　コミットメント（男女比較）
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　コミットメントは、関係の進展に伴って、次第に増
加しているのが分かる。性的恋人以後の関係では、年
代が若い方がコミットメントにおいて高い傾向にある。
　Fig.8にコミットメントの男女比較のグラフを示す。
友人から性的恋人への関係の前半段階では、女性より
男性のコミットメントが高いが、婚約者、配偶者の関
係の後半段階では、女性もコミットメントが高くなる
ようである。

総合的考察

　本報告では、男女を結びつける心理的魅力要因を「親
密性」、「情熱性」、「性欲性」および「コミットメント」
に分類して、それぞれの要因を本人年代、本人性別、
関係の進展段階について比較検討した。その結果、以
下のような知見が確認された。

1 ．親密性は、男女関係の性的恋人、婚約、配偶者段
階という最終段階に向けて急激に高まる。

２ ．親密性は、男女関係の進展の後半部で男性より女
性の方が高い。

3 ．親密性は、男性では婚約段階から配偶者段階で少
し下がるが、女性は維持される。

４ ．情熱性は、２0代世代が最も高く、年齢とともに減
退する。

５ ．情熱性は、女性より男性の方がやや高い傾向にあ
る。

6 ．情熱性は友人段階から片思い段階で急激に高まり
維持される。

7 ．情熱性は、片思いから恋人段階では、男女とも違
いは少ない。

8 ．情熱性が高い頂点は、男性では片思い段階と婚約
段階である。

9 ．情熱性が高い頂点は、女性では片思い段階である
10．情熱性は、婚約段階から夫婦段階で男女とも下が

るが、女性の減退の方が急激である。
11．性欲性は、２0代で最も高く、30代、４0代で減退す

る。
1２．性欲性は、すべての男女関係段階で、女性より男

性の方が高い。
13．性欲性は、性的恋人段階を目指して上昇して頂点

に達し、それ以後減退してゆく。
1４．コミットメントは、関係の進展に並行して上昇し

てゆく。
1５．コミットメントは、２0代では、30代～４0代より、

性的関係以後、急激に高まる。
16．コミットメントは、男性では性的恋人までの前半

段階で女性より高く、婚約段階以後、男女同等と
なる。

　これらの結果を総合的に考察すると、
17．男女では、心理的魅力の様相がかなり異なる。
18．男性は、情熱性、性欲性との関連が高い。
２0．女性は、親密性との関連が高い。
２1．男性は、関係段階の初期から相手へのアプローチ

が高く、女性は関係段階の後半で異性へのコミッ
トメントが高くなる。

進化心理学的考察
　男性の性戦略は、哺乳類の雄と同様、性的結合を目
標としているかのようである。他方、女性の性戦略は、
哺乳類の雌と同様、性的結合に引き続いて、妊娠、出
産、養育から、さらに、長い教育期間を可能とする経
済力のある父親の確保という目標としているかのよう
である。
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　このことは、男性の場合、女性に比べて性欲性が高
いこと、相手の心身一体化を促す情熱性が女性に比べ
て、初期の友人段階および婚約、結婚段階においても
高い傾向にあることから裏付けられる。男性の場合、
性欲と恋心が男女関係を維持する快楽として機能して
いると見ることもできる。
　それに対して、女性の場合は、男女関係の基本とし
て考えられているのは、性欲性や情熱性ではなく、親
密性やコミットメントであること、さらに、出産後は、
夫との関係よりも自分の子供との関係に快楽や幸福を
感じることが、男性とは違う特徴として指摘すること
ができるであろう。
　親密性は、男女関係だけでなく、家族、友人など比
較的長期的な人間関係の維持に必要な心理的結束力で
あり、性欲性や情熱性の持続よりはるかに長期的な持
続性を保証するものだからである。女性にとっては、
性欲や恋心などの一時的で強烈な快楽よりも、長期に
渡り、自分の生活や自分の子供との生活を保障する親
密性やコミットメントが男女を結びつける結束力とし
て重要視されていると考えることができる。今回の調
査データの親密性の推移を示した Fig.２などを見ても
あきらかのように、女性は、パートナーとの関係が性
的恋人関係といった子供の出生が可能となるような段
階以後に親密性が急激に増加し、安定した結婚段階で
ずっと維持されているのを見ても明らかである。
　コミットメントについても、その推移を示した Fig.8
を見ても女性が急激に関係の解消に歯止めをかけるコ
ミットメントを増加させるのは、性的な関係のない精
神的恋人段階では低いが、性的関係ができて、かつ結
婚の約束ができる婚約段階で最も高く、それが結婚後
も維持されている。
　以上、男女の快楽、幸福度の推移の比較をすると、
男性の場合は、性的結合が関係の頂点であるのに対し
て、女性の場合は結婚の段階がその頂点であることが
分かる。さらに男女の違いは、男性では男女関係を維
持するのに大きな役割を演じているのが、性欲性と情
熱性であるのに対して、女性では親密性であるという
点である。

相互作用因子と心理的魅力因子との関係

　川名（２01４）では、男女関係の相互作用の因子であ
るコミュニケーション、共行動、身体接触などの分析
をしているが、これらの相互作用の因子と、今回の分
析の男女関係の心理的魅力成分である親密性、情熱性、
性欲性、コミットメントとの関係は、どのようなもの
であろうか。
　まず、親密性を支える相互作用因子は何かと考える
と、第一にコミュニケーションであろう。それに加え

て、一緒に行動を共にするという共行動が親密性の発
展に貢献する。男女関係の初期の展開の中で「デート」
という行動では、コミュニケーションと共行動が中心
的相互作用である。こうしたデートを重ねることによっ
て親密性は増加してゆくと考えられる。
　つぎに、情熱性であるが、情熱性を支える心理的刺
激は、パートナーの魅力であろう。特に相手の外見的
魅力である美的魅力と性的魅力は男性の情熱性を発現
させ、情熱性の中核である「恋心」を生み出す。魅力
の中でも外見的魅力が大きな役割を演じており、対人
的魅力や社会的魅力などの、いわゆる内面的な魅力よ
り情熱性を発現させ、育てるのに大きく影響している
と言えよう。男性の場合、情熱性は友人段階ですでに、
女性より高いことと、相手との交流がない片思い段階
で情熱性が頂点に達していることを見ても、情熱性と
いうものが、交流がなくても相手を見るだけで発現し
ていることがわかる。それは、視覚的に遠くからでも
確認できる相手の外見的魅力である美的魅力や性的魅
力が情熱性の発現に大きな役割をもっていると言うこ
とができる。いわゆる「一目惚れ」というのは相手と
の交流が始まる前に相手に夢中になってしまうことを
考えるとその発現に外見的魅力が大きな原因となって
いることは明らかである。
　次に、性欲性であるが、性欲性は発現させる要因は
何であろうか？
　性欲性と最も関連性のある相互作用要因は身体接触
であろう。次に共行動も促進作用があるかもしれない。
コミュニケーションは、性欲性とは関連性が低いかも
しれない。
　最後にコミットメントに関連すると思われる相互作
用要因としては、それぞれが総合的に影響を与えてい
ると思うが、特に性欲性の展開との関連が高いかもし
れない。
　以上、相互作用要因と心理的魅力因子との関係を推
定してみたが、今後の分析では、それらの間の関連性
の推定や仮説を検証するために重回帰分析や共分散構
造分析を用いて検討する必要があると思われる。
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Sternberg,� R.� J.� 1986�“A� triangular� theory� of� love,” 
Psychological Review, Vol.�93,�No.2.�119-13５

付　記
　この研究は、２011年～２013年度立正大学心理学研究
所の共同研究助成のもとで企画されたものの一部であ
る。立正大学心理学研究所の助成に感謝の意を表した
い。

要　約
　愛情関係にある男女における心理的魅力の変化を分析研究するためにインターネット調査を行った。
調査参加者は、日本全国からのサンプルで968名の男性と967名の女性であった。年齢は、２0歳～４9歳で
あった。調査サンプルは、異性の相手が友人、片思い、精神的恋人、性的恋人、婚約者、配偶者の 6 つ
の交際進展段階に分類された。親密性、情熱性、性欲性、コミットメントという ４ つの男女を結び付け
る心理的魅力について分析がなされた。これらの心理的魅力因子が性別、関係進展段階、本人の年代に
ついて比較研究がなされた。
　分析の結果、以下のような知見が得られた。男性は女性より、性欲性がすべての関係段階で上回って
いた。女性は、相互の愛情的関係が形成された後では、男性以上に親密性が高いことが分かった。男性
は片思い段階以後のすべての段階で女性より情熱性が高いことが分かった。女性は、片思い以後、結婚
以前まで情熱性は男性と同じ程度に高かった。男性は男女の関係段階の初期から性的恋人になるまで、
積極的に相手の女性にアプローチすることが分かった。女性は、男女の関係段階の最後の段階の婚約、
結婚段階で相手へのコミットメントが大きくなることが分かった。最後に、相互作用的要因と心理的魅
力要因との関連性について今後の分析が示唆された。

キーワード：心理的魅力、愛情関係、親密性、情熱性、性欲性、コミットメント


